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沙
石
集

を
中
心
に

笹

田

教

彰

佛

教

大

学

Ⅰ

は

じ

め

に

無
住
が
撰
述
し
た

沙
石
集

は
、
鎌
倉
時
代
の
仏
教
界
の
動
向
や
日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
受
容
の
特
色
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
作
品
と
し
て
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
研
究
も
多
い
。
た
と
え
ば
大
隈
和
雄
氏
は
、
撰
者
無
住
に
つ
い
て

同
時
代
の
仏
教
の
動

向
に
強
い
関
心
を
も
ち
な
が
ら
、
一
宗
一
派
の
主
張
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
庶
民
へ
の
語
り
か
け
を
つ
づ
け
る
立
場
を
守
り
通
し
た

例
は
他
に
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

１
う
か
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

確
か
に

沙
石
集

に
は
、
当
時
の
信
仰
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
豊
富
な
説
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
教
学
本
来
の
立
場
と
比
較
し

た
場
合
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
受
容
の
実
態
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
祖
師
の
思
想
研
究
や
教
学
史
あ
る
い
は
教

団
史
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
主
流
で
あ
っ
た
研
究
と
同
時
に
、
古
代
か
ら
中
世
へ
、
都
市
住
民
を
中
心
に
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
仏
教
思
想

の
具
体
的
な
姿
を
究
明
す
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
無
住
と
同
時
代
の
仏
教
界
の

動
向
や
無
住
自
身
の
仏
法
観
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
無
住
は
教
学
的
に
明
確
な
思
想
体
系
を
構
築
し
て
い
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
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と
見
ら
れ
て
い
る
。
無
住
の
基
本
的
な
仏
法
観
は
、
た
と
え
ば

末
代
は
、
大
小
・
権
実
・
顕
密
・
禅
教
・
聖
道
浄
土
の
是
非
、
偏
執
し

て
、
甘
露
の
正
法
を
滅
せ
ん

２
と
す

と
述
べ
、
一
宗
一
派
の
立
場
に
固
執
し
、
他
宗
を
誹
謗
中
傷
す
る
態
度
を

偏
執

と
し
て
厳
し
く

批
判
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
上
で

都
て
万
行
一
門
な
り
。
心
を
得
て
行
へ
ば
、
何
も
隔
て

３
無
し

と
い
う
立
場
か
ら
、
仏
法

の
基
本
で
あ
る

三
学

を
必
ず
具
足
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
戒
律
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
無
住
の
基
本
的
な

え
方
に
留
意
し
つ
つ

沙
石
集

巻
九
に
収
録
さ
れ
た
一
つ
の
遁
世
譚

妄
執
に
寄
り

て
魔
道
に
堕
つ
る
人
の
事

を
と
り
あ
げ
、
無
住
の
生
死
観
の
特
色
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
論
で
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の

沙
石
集

を
用
い
る
が
、

沙
石
集

の
伝
本
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き

４
た
い
。

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
か
ら
開
始
さ
れ
た

沙
石
集

の
編
纂
は
、
翌
年
に
一
旦
五
巻
ま
で
が
完
成
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
増
補
が
な
さ
れ
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
十
巻
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
無
住
は
そ
の
後
も
加
筆
・
削
除
等

の
改
定
作
業
を
続
け
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
以
下
、
長
享
本
と
呼
称
す
る
）
巻
二
に
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
の
奥
書
を
有
し

て
お
り
、
ま
た
神
宮
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
神
宮
文
庫
本
と
呼
称
す
る
）
巻
第
四
末
の
奥
書
に
よ
り
無
住
晩
年
の
徳
治
三
年
（
延
慶
元
年
）

（
一
三
〇
八
）
ま
で
改
定
作
業
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

現
存
す
る
諸
本
は
、
古
く
は
渡
辺
綱
也
氏
に
よ
り
収
録
説
話
数
の
違
い
に
よ
り

広
本
系

と

略
本
系

に
大
別
さ
れ
て
き
た
が
、

近
年
、
小
島
孝
之
氏
は
、
広
本
か
ら
略
本
へ
改
編
・
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
の
前
提
と
な
る
説
話
数
の
多
寡
と
い
う

の
は
、
必
ず
し
も
適
切
な
分
類
基
準
と
は
な
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
、

沙
石
集

の
成
立
に
比
重
を
置
い
た

古
本

系

（
第
一
類
十
二
帖
本
と
第
二
類
十
帖
本
に
分
類
）
と

流
布
本
系

（
第
三
類
十
帖
本
と
第
四
類
五
帖
本
に
分
類
）
に
大
別
す
る
新
た
な
分

類
方
法
を
提
示
さ
れ
て

５
い
る
。
た
だ
し

古
本
系

に
分
類
さ
れ
て
い
る
伝
本
も
、
十
二
帖
本
と
十
帖
本
で
は
巻
六
以
降
の
構
成
や
収
録
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説
話
数
を
異
に
し
て
お
り
、
さ
ら
に

流
布
本
系

諸
本
に
は
、
長
享
本
や
神
宮
文
庫
本
な
ど
、
改
訂
年
次
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
裏
書

を
有
す
る
い
く
つ
か
の
写
本
類
と
江
戸
期
の
古
活
字
本
お
よ
び
整
版
本
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

沙
石
集

に
は
成
立
の
経
緯
を
異
に
す
る
多
様
な
伝
本
が
現
存
し
て
お
り

そ
の
系
統
的
整
理
は
難
渋
を
き
わ

６
め
る

の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
作
品
論
を
主
眼
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
伝
本
の
分
類
や
系
統
分
け
、
収
録
話
数
の
異
な
り
や
説
話
配
列

の
異
同
、
巻
ご
と
の
主
題
な
い
し
方
向
性
等
々
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
が
、
当
時
の
仏
教
界
の
動
向
や
無
住
自
身
の
仏
法
観
や
生
死

観
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
無
住
の
基
本
的
な

え
方
が
首
尾
一
貫
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
大
隈
和

雄
氏
は

経
論
を
典
拠
と
し
な
い
説
法
を
、
聞
き
手
に
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
実
際
に
起
こ
っ
た
、
疑
う
余
地
の
な
い
確
か
な

こ
と
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
く
り
返
し
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
当
然
根
拠
と
な
る
事
例
は
追
加

（
加
筆
）
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
方
主
題
が
見
え
に
く
く
な
る
よ
う
な
場
合
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
問
題
は
説
話
数
の
増
減
よ

り
も
無
住
が
そ
こ
で
何
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
度
重
な
る
改
定
作
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
補
強

（
あ
る
い
は
改
変
）
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。

無
住
の
思
想
を
窺
う
場
合
、

妻
鏡

や

聖
財
集

・

雑
談
集

な
ど
、
晩
年
に
か
け
て
の
作
品
を
も
視
野
に
入
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、

沙
石
集

改
定
作
業
の
特
色
の
一
つ
は
、
説
話
部
分
よ
り
も
無
住
自
身
の

え
を
述
べ
る
個
所
で
の
補
筆
が
多
く
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
長
享
本
や
神
宮
文
庫
本
の
研
究
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

え
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は

古
本
系

十
巻
十
二
帖
本
の

米
沢
本

と

流
布
本
系

の

長
享
本

の
本
文
を
比
較
し
、
無
住
の
改
定
作

業
の
一
旦
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
加
筆
部
分
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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Ⅱ

依
妄
執

魔
道
ニ
落
タ
ル
人
事

①
中
比
、
ナ
ニ
カ
シ
ノ
宰
相
ト
カ
ヤ
聞
へ
シ
、
才
覚
モ
優
ニ
、
賢
人
ノ
ヲ
ボ
ヘ
有
リ
ケ
ル
人
、
出
家
シ
テ
高
野
山
ニ
隠
居
シ
、
念

仏
ノ
行
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、
真
言
ナ
ン
ト
モ
伺
ヒ
テ
、
道
心
者
ノ
聞
ヘ
有
ケ
リ
。
平
生
ノ
願
ニ
、
最
後
ノ
念
仏
ノ
数
返
ハ
時
ニ
ヨ
ル
ヘ

シ
。
正
ク
最
後
ノ
十
念
ヲ
ハ
、
ノ
ド
カ
ニ
心
ヲ
ス
マ
シ
テ
唱
ヘ
、
第
十
ノ
念
仏
一
返
ヲ
ハ
、
殊
ニ
聲
ヘ
打
チ
上
、
思
ヒ
入
レ
テ
ノ
ビ

ト
申
テ
、
軈
テ
引
キ
入
ラ
ハ
ヤ
ト
念
願
シ
テ
、
願
ノ
如
ク
少
シ
モ
不

違
ハ
、
念
仏
シ
テ
息
絶
ニ
ケ
リ
。
其
後
一
両
年
有
テ
、

同
法
ノ
僧
、
物
狂
ハ
シ
ク
口
走
テ
様

ノ
事
云
ヲ
聞
ハ
、
彼
ノ
入
道
ノ
霊
也
。
ス
ガ
タ
コ
ト
バ
サ
シ
少
シ
モ
タ
ガ
ハ
ズ
。
同
法
共
、

思
ハ
ス
ニ
覚
ヘ
テ
、
御
臨
終
目
出
カ
リ
シ
カ
ハ
、
決
定
ノ
御
往
生
ト
コ
ソ
、
心
安
ク
思
ア
ヘ
ル
ニ
、
何
カ
ナ
ル
事
ニ
テ
、
カ
ク
ハ
御

座
ソ
ト
云
ヘ
ハ
、
年
来
思
ソ
ミ
、
願
シ
事
ニ
テ
、
十
念
ハ
セ
シ
カ
ド
モ
、
妄
念
ノ
残
リ
テ
、
往
生
モ
シ
ソ
コ
ナ
ヒ
ヌ
ル
也
。
其
故
ハ

当
世
ノ
御
マ
ツ
リ
コ
ト
ノ
濁
レ
ル
事
、
常
ニ
心
ニ
カ
ヽ
リ
テ
、
我
レ
其
ノ
官
ニ
有
テ
、
其
ノ
事
ヲ
引
キ
直
サ
ハ
、
サ
リ
ト
モ
、
是
程

ノ
事
ハ
ア
ラ
ジ
ナ
ン
ド
、
用
ナ
キ
事
、
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
ハ
、
心
ノ
中
バ
カ
リ
ニ
、
人
シ
レ
ズ
思
ハ
レ
シ
妄
執
ワ
ス
レ
カ
タ
ク
シ
テ
、

カ
ヽ
ル
ヨ
シ
ナ
キ
道
ニ
入
レ
リ
ト
ソ
語
リ
ケ
ル
。

②
世
ヲ
捨
テ
、
深
キ
山
ニ
ス
ミ
、
実
ノ
道
ニ
入
レ
ト
モ
、
思
ヒ
ソ
ミ
ヌ
ル
妄
念
ハ
捨
テ
ガ
タ
キ
ニ
コ
ソ
。
マ
シ
テ
塵
労
ノ
中
ニ
シ

テ
、
心
ニ
コ
リ
妄
縁
ニ
執
着
セ
バ
、
道
遠
カ
ラ
ン
事
無
レ
疑
ヒ
。
サ
シ
モ
賢
人
、
道
心
有
リ
ト
聞
ヘ
シ
上
ヘ
、
其
ノ
執
心
モ
世
ノ
為

メ
、
人
ノ
為
メ
、
利
生
ノ
一
分
ニ
テ
モ
有
リ
ヌ
ヘ
シ
。
ア
ナ
ガ
チ
ニ
罪
有
ル
ヘ
シ
ト
モ
覚
ヘ
ネ
ト
モ
、
実
ノ
道
ニ
入
ル
時
ハ
、
法
執

ト
テ
、
仏
法
ヲ
愛
ス
ル
マ
デ
モ
、
道
ノ
障
リ
也
。
マ
シ
テ
夢
幻
ノ
世
ノ
マ
ツ
リ
コ
ト
、
心
ニ
カ
ク
ル
ニ
モ
タ
ヘ
ヌ
事
ヲ
、
常
ハ
思
ヒ

ツ
ヽ
ケ
ン
。
イ
カ
テ
観
念
ノ
心
モ
乱
レ
サ
ラ
ン
。
念
仏
ノ
サ
マ
タ
ケ
ニ
モ
成
ル
ヘ
シ
。
無
レ
由
道
ニ
入
リ
ケ
ン
事
モ
コ
ト
ハ
リ
也
。
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サ
レ
ハ
人
ノ
臨
終
ハ
知
リ
カ
タ
キ
物
也
。

③
常
州
ニ
、
真
壁
ノ
教
佛
房
ト
テ
、
明
遍
僧
都
ノ
弟
子
ニ
テ
、
道
心
者
ト
聞
ヘ
シ
高
野
聖

也
ケ
リ
。
人
ノ
臨
終
ヲ
、
ヨ
シ
ト
云

フ
ヲ
モ
、
イ
サ
心
ノ
中
シ
ラ
ズ
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
又
高
野
ニ
有
リ
ケ
ル
古
上
人
ハ
、
弟
子
ア
レ
ハ
、
往
生
ハ
セ
ン
ズ
ラ
ン
。
後
世
コ
ソ

ヲ
ソ
ロ
シ
ケ
レ
ト
ソ
云
ケ
ル
。
子
息
弟
子
ナ
ン
ド
ハ
父
母
師
長
ノ
臨
終
ノ
ア
シ
キ
ヲ
モ
、
有
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
云
ン
モ
、
カ
ワ
ユ
ク

覚
ユ
ル
カ
ニ
テ
、
ヨ
キ
様
ニ
云
ヒ
ナ
ス
。
由
無
キ
事
也
。
ア
シ
ク
ハ
有
ノ
マ
ヽ
ニ
云
テ
、
我
モ
丁
ニ
訪
ヒ
、
ヨ
ソ
マ
デ
モ
哀
レ
ミ
ト

ブ
ラ
ワ
ン
コ
ソ
、
亡
魂
ノ
助
ス
カ
ル
因
縁
ト
モ
成
ベ
ケ
レ
。

④
末
代
ハ
、
多
ク
往
生
ト
ノ
ミ
云
ア
ヘ
リ
。
悪
人
ノ
中
ニ
、
稀
レ
ニ
臨
終
ヲ
ダ
シ
ケ
レ
ハ
、
是
ヲ
見
テ
、
悪
人
モ
臨
終
ヨ
シ
、
悪

業
ヲ
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
ト
云
フ
見
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
罪
ヲ
恐
レ
ス
、
恣
マ
ヽ
ニ
三
悪
四
趣
ノ
業
ヲ
ノ
ミ
マ
ス
事
、
世
ニ
多
シ
。
濁
世
ニ
ハ

多
ク
魔
往
生
ア
ル
ヘ
シ
ト
云
リ
。
悪
人
ナ
レ
ト
モ
、
心
ヲ
改
テ
、
十
念
成
就
シ
、
宿
善
開
発
シ
タ
ラ
ン
ハ
、
実
ニ
往
生
ス
ヘ
シ
。
宿

善
モ
ナ
ク
、
正
念
ニ
モ
住
セ
ザ
ル
人
ノ
如
キ
ハ
、
往
生
ト
ノ
ミ
申
シ
ア
エ
ラ
ン
、
心
得
ガ
カ
シ
。
悪
人
モ
心
ヲ
翻
シ
テ
往
生
セ
ン
ハ
、

教
文
ノ
ユ
ル
ス
拠
也
。
悪
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ズ
。
善
人
モ
妄
念
ア
テ
、
臨
終
ア
シ
キ
事
有
ル
ヘ
シ
。
此
レ
又
、
善
業
ノ
ア
シ
キ
ニ
非
ス
、

妄
心
ハ
ツ
ヨ
ク
善
業
ハ
ヨ
ハ
キ
故
也
。
此
理
ヲ
信
シ
テ
因
果
ヲ
乱
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

⑤
高
野
ノ
遁
世
聖
共
臨
終
ス
ル
時
、
同
法
ヨ
リ
ア
ヒ
テ
評
定
ス
ル
ニ
ハ
、
ヲ
ボ
ロ
ケ
ニ
往
生
ス
ル
人
ナ
シ
ト
云
リ
。
或
時
、
端
座

合
掌
シ
、
念
仏
唱
ヘ
テ
引
入
タ
ル
僧
有
リ
ケ
リ
。
是
レ
コ
ソ
一
定
ノ
往
生
人
ヨ
ト
沙
汰
シ
ケ
ル
。
或
ル
上
人
ハ
、
是
レ
ヲ
モ
往
生

ト
定
メ
カ
タ
シ
。
其
故
ハ
実
ニ
来
迎
ニ
預
リ
、
往
生
ス
ル
程
ノ
者
ハ
、
日
此
ア
シ
カ
ラ
ン
面
モ
、
心
地
ヨ
キ
気
色
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
、
眉

ス
ヂ
ヽ
ガ
ヒ
テ
、
物
ス
サ
マ
シ
ゲ
ナ
ル
面
サ
シ
也
。
魔
道
ニ
入
リ
ヌ
ル
ヤ
ト
ゾ
申
サ
レ
ケ
ル
。
一
両
年
ノ
後
ニ
、
人
ニ
託
シ
テ
魔
道

ニ
落
タ
ル
由
語
リ
侍
リ
ケ
リ
。
彼
ノ
上
人
カ
シ
コ
ク
見
ト
ガ
メ
ラ
レ
ケ
リ
。
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⑥
又
高
野
ノ
上
人
ノ
遁
世
ノ
事
ヲ
物
語
セ
シ
ハ
、
第
三
重
ニ
タ
チ
入
テ
、
実
ニ
ス
テ
タ
ル
人
也
。
一
ニ
ハ
、
世
ヲ
捨
ル
ハ
安
シ
。

オ
ノ
ツ
カ
ラ
貧
ク
シ
テ
、
世
ニ
モ
捨
ラ
レ
、
或
ハ
又
愛
別
ノ
悲
ミ
モ
ア
リ
、
又
思
ノ
外
ノ
事
出
来
テ
、
世
ニ
モ
立
チ
交
ハ
ル
ヘ
キ
事

無
ク
テ
、
世
ヲ
遁
ル
ゝ
事
モ
侍
リ
。
二
ニ
ハ
、
身
ヲ
捨
ル
。
是
レ
モ
思
ヒ
ス
テ
ゝ
非
人
ト
成
リ
。
飢
寒
ヲ
忍
ヒ
テ
シ
イ
テ
行
ス
レ
バ

、
身
ハ
ナ
ラ
ハ
シ
ノ
物
ニ
テ
、
命
ヲ
ツ
ク
事
有
レ
ハ
、
年
月
送
テ
ス
ガ
タ
斗
ハ
捨
タ
ル
物
也
。
第
三
ニ
、
心
ヲ
捨
ル
ト
云
ハ
、
五
塵

六
欲
、
名
聞
利
養
、
曽
テ
心
ニ
カ
ゝ
ラ
ス
、
執
心
執
着
無
ク
シ
テ
、
浮
世
ヲ
夢
ノ
如
ク
サ
ト
リ
、
身
命
ヲ
幻
ノ
如
ク
思
テ
、
心
ノ
底

ヨ
リ
倦
キ
、
心
ヲ
捨
ル
ト
云
也
。
此
心
ニ
テ
念
仏
修
善
ヲ
モ
不
懈
、
或
又
観
念
坐
禅
モ
深
ク
思
ヒ
入
リ
、
出
離
解
脱
ノ
道
ハ
物
ニ
サ

ヘ
ラ
レ
ズ
、
悪
処
ニ
縛
セ
ラ
レ
ヌ
道
人
也
ト
語
リ
キ
。
当
世
ノ
遁
世
、
多
ク
ハ
第
一
ト
第
二
重
ト
ハ
見
へ
侍
リ
、
第
三
重
ハ
希
レ
ナ

ル
ニ
ヤ
、
遁
世
ノ
人
ノ
中
ニ
、
随
分
ニ
仏
法
ヲ
学
シ
、
坐
禅
観
念
ス
ル
人
モ
、
偏
執
多
ク
、
法
門
ニ
付
テ
モ
、
振
舞
ニ
付
テ
モ
、
是

非
我
相
ウ
ス
シ
ト
モ
見
ヘ
ヌ
事
ノ
ミ
侍
ル
ヲ
申
ス
、

季
ノ
習
ヒ
ナ
ラ
シ
。
迦
葉
仏
ノ
在
世
ノ
国
王
ノ
十
夢
ノ
中
ニ
、
大
像
ノ
、
窓

ヲ
出
ル
、
身
ハ
出
テ
ツ
ゝ
、
猶
ヲ
、
尾
ニ
カ
ゝ
ヘ
ラ
レ
テ
出
ヤ
ラ
ヌ
ト
見
テ
、
仏
ニ
問
ヒ
奉
リ
シ
ニ
ハ
、
釈
迦
仏
ノ
遺
法
ノ
弟
子
、

出
カ
タ
キ
家
ヲ
出
タ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
猶
ヲ
、
名
利
ノ
為
ニ
出
離
セ
ザ
ラ
ン
事
ト
コ
ソ
、
ア
ワ
セ
給
ヒ
ケ
レ
。
マ
メ
ヤ
カ
ニ
名
利
ヲ

捨
ル
コ
ソ
、
隠
遁
ノ
形
、
出
家
ノ
姿
タ
ナ
レ
。
サ
レ
ハ
佛
道
ニ
思
ヒ
入
ラ
ハ
、
此
心
ヲ
エ
テ
、
実
ニ
遁
ル
ヘ
シ
。
古
人
ノ
詞
ニ
ハ
、

鈍
ナ
ル
者
ハ
、
財
ト
色
ト
ヲ
愛
シ
、
利
ナ
ル
者
ノ
ハ
、
名
ト
見
ト
ニ
着
ス
ト
云
ク
。
此
ノ
故
ニ
、
或
世
ヲ
捨
タ
ル
ス
カ
タ
ヲ

カ
ヘ
リ
テ
、
名
聞
ニ
ス
ル
人
モ
有
リ
。
或
ハ
徳
ヲ
カ
ク
ス
ヨ
シ
ニ
テ
、
放
逸
ナ
ル
者
ノ
モ
有
リ
。
能
々
心
行
ヲ
察

、
名
利
ノ
穴
ヲ

出
テ
、
執
着
ノ
氷
ヲ
ト
ク
ヘ
キ

７
ヲ
ヤ
。

こ
れ
は
長
享
本

沙
石
集

巻
九
の
八

依
妄
執
ニ
魔
道
ニ
落
タ
ル
人
事

の
全
文
で
あ
る
。
引
用
中
網
掛
け
を
施
し
た
部
分
は
米
沢

本

沙
石
集

の
本
文
か
ら
改
定
増
補
さ
れ
た
個
所
で
あ
る
。
便
宜
上
、
本
条
の
内
容
を
六
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
に
分
け
て
い
る
が
、
本
条
に
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お
け
る
論
説
の
中
心
と
言
え
る

高
野
上
人

の
遁
世
に
関
す
る
言
説
を
述
べ
る
⑥
の
部
分
で
は
、
た
と
え
ば

往
生
要
集

大
文
第
九

末
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

倶
舎
論

巻
九
所
収

訖
栗
枳
王
の
十
夢

が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
米
沢
本
で
は

在
世
の
国
王
の
十
夢

の
中
に

と
な
っ
て
い
る
個
所
が

迦
葉
仏
ノ
在
世
ノ
国
王
ノ
十
夢
ノ
中
ニ

と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
訖
栗
枳
王
は
迦
葉
仏
の
父
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
改
定
の
際
に
米
沢
本
本
文
の
不
備
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
細
部
に
亘
る
修
正
は
枚
挙
に
暇
な
い

が
、
こ
の
個
所
で
は
論
旨
全
体
も
大
幅
な
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
冒
頭
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
無
住
の

思
想
を
検
討
す
る
場
合
、
長
享
本
や
神
宮
文
庫
本
の
増
補
部
分
が
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
条
を
納
め
る
巻
九
（
古
本
系
で
は
巻
十
本
）
は
、
無
住
の
理
想
と
す
る

真
の
道
心
者

＝

遁
世
者
に
関
す
る
説
話
が
集

め
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

遂
に
終
り
目
出
く
往
生

し
た
浄
土
房
に
始
ま
り
、

一
期
の
栄
花
は
久
し
か
ら
ず
。
当
来
の
快
楽

を
こ
そ
願
ふ
べ
け
れ

と
発
心
・
遁
世
し

臨
終
実
に
目
出
く
、
既
に
終
わ
り
に
け
り

と
伝
え
ら
れ
た
吉
野
執
行
、

終
り
乱
れ
ず

と
伝
え
ら
れ
た
宋
春
房
、
一
門
で
遁
世
し
た
丹
後
国
の
俗
士
、
隠
居
し
て

二
心
な
き
貴
き
上
人

と
評
さ
れ
た
観
勝
寺
上
人
、
後
世
の

三
人
法
師

を
彷
彿
と
さ
せ
る
強
盗
と
い
う
悪
行
を
契
機
と
し
た
発
心
・
遁
世
譚
、
さ
ら
に

臨
終
目
出
く
し
て
終
ら
れ
に
け
り

と

伝
え
ら
れ
た
証
月
房
、

臨
終
正
念
の
事
を
思
ひ
、
聖
衆
来
迎
の
儀

を
願
っ
て
始
め
ら
れ
た
丹
後
国
の
迎
講
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
そ

し
て
最
後
に
、
唯
一
往
生
に
失
敗
し
た
事
例
（
本
条
）
を
配
置
し
て
い
る
の
で

８
あ
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
心
者
と
し
て
評
判
の
高
か
っ
た
高
野
の
某
の
宰
相
は
、
平
生
の
念
願
ど
お
り
の
臨
終
を
迎
え
、
同
法
か
ら
も
決
定
往
生
と
思
わ
れ
て

い
た
が
、
心
中
の
妄
念
に
よ
り
魔
道
に
堕
ち
往
生
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
と
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
無
住
の

え
が
述
べ
ら
れ
る
部

分
（
①
・
②
）。

人
の
臨
終
は
知
り
が
た
き
も
の

と
い
う
言
葉
を
う
け
、
傍
目
に
は

往
生

と
見
ら
れ
る
事
例
も
実
際
は
往
生
し
た

か
ど
う
か
疑
わ
し
い
こ
と
を
示
す
具
体
例
を
挙
げ
る
部
分
（
③
・
④
・
⑤
）。
高
野
上
人
に
言
説
を
引
用
し
つ
つ
、
名
聞
利
養
へ
の
執
着
を

一
一
三

無
住
国
師
の
生
死
観
（
笹
田
教
彰



捨
て
去
り
、
真
の
道
に
入
る
べ
き
こ
と
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
部
分
（
⑥
）
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
⑥
の
部
分
は
大

幅
に
加
筆
さ
れ
て
お
り
、

遁
世
ノ
人
ノ
中
ニ
、
随
分
ニ
仏
法
ヲ
学
シ
、
坐
禅
観
念
ス
ル
人
モ
、
偏
執
多
ク
、
法
門
ニ
付
テ
モ
、
振
舞
ニ

付
テ
モ
、
是
非
我
相
ウ
ス
シ
ト
モ
見
ヘ
ヌ
事
ノ
ミ
侍
ル

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
理
想
と
す
べ
き
遁
世
者
の
な
か
に
も
、

偏
執

が
蔓
延
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
往
生
の
当
否
に
関
し
て
、
往
生
際
の
面
相
を
中
心
と
す
る

善
し
悪
し

に
つ
い
て
関
心
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
③
・
④
・
⑤
）。
と
く
に

悪
人
往
生

に
関
し
て
は
、
往
生
の
確
た
る
証
拠
が
、
ま
さ
に
臨
終
の
穏
や
か
な
さ
ま
を

根
拠
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
（

稀
レ
ニ
臨
終
ヲ
ダ
シ
ケ
レ
ハ
、
是
ヲ
見
テ
、
悪
人
モ
臨
終
ヨ
シ
、
悪
業
ヲ
ソ
ル
ヘ
カ

ラ
ス

）。

殺
生
や
肉
食
と
い
っ
た
破
戒
行
為
を
改
め
ず
、
善
根
は
微
塵
も
な
い
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
悪
人
が
、
発
心
し
て
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
話

は
平
安
時
代
末
期
よ
り
登
場
し
、
無
住
も
指
摘
す
る
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
仏
教
界
の
動
向
と
し
て
耳
目
を
驚
か
す
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
で
は
そ
の
よ
う
な
悪
人
が
往
生
し
た
と
い
う
確
か
な

証

と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
古
本
系

の

沙
石
集

に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
流
布
本
系
諸
本
に
見
ら
れ
る
こ
の
一
文
は
、
ま
さ
に
穏
や
か
な
死
を
遂
げ
た
こ
と
が
、
往
生

の
証
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

９
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
端
坐
合
掌
し
て
臨
終
を
迎
え
た

高
野
の
上
人
は
、
同
法
か
ら
往
生
と
認
め
ら
れ
た
が
、
苦
悶
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
魔
道
に
堕
ち
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
長
享
本
で
は
古
本
系
に
は
見
ら
れ
な
い

一
両
年
ノ
後
ニ
、
人
ニ
託
シ
テ
魔
道
ニ
落
タ
ル
由
語
リ
侍
リ
ケ
リ
。
彼
ノ

上
人
カ
シ
コ
ク
見
ト
ガ
メ
ラ
レ
ケ
リ
。

と
い
う
一
文
が
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
信
憑
性
を
高
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

悪
人
が
穏
や
か
な
死＝

往
生
を
遂
げ
、
修
行
を
積
ん
だ
聖
が
魔
道
に
堕
ち
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
。
善
因
善
果
・
悪
因
悪
果
と
い
う
仏
法

一
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の
基
本
を
厳
守
せ
ん
と
す
る
無
住
の
ア
ポ
リ
ア
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Ⅲ

臨
終
正
念

重
視
の
動
向

往
生
要
集

大
文
第
六
に
説
か
れ
、
二
十
五
三
昧
会
（
八
箇
条
起
請
・
十
二
箇
条
起
請
）
で
実
践
さ
れ
て
い
っ
た
臨
終
行
儀
は
、
臨
終

の
病
者
を
助
け
て
最
後
の
十
念
を
成
就
せ
し
め
、
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
往
生
人
の
ま
さ
に
死
に

際
を
注
視
す
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
儀
式
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
平
安
時
代
後
半
に
は
僧
侶
や
貴
族
の
間
で
臨
終
行
儀
が
浸
透
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
、

往
生
要
集

の

臨
終
行
儀

の
内
容
を
凝
縮
し
た

臨
終
の
作
法
し
る
し
た
る
文

も
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
平
安
時
代
の
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
中
川
実
範
の

病
中
修
行
記

、
覚

の

一
期
大
要
秘
密
集

、
湛
秀
の

臨

終
行
儀
注
記

、
貞
慶
の

臨
終
用
意
事

、
良
忠
の

看
病
用
心
鈔

な
ど
、
能
家
の
た
め
の
臨
終
行
儀
の
テ
キ
ス
ト
類
が
作
成
さ
れ
、

実
践
さ
れ
て
い

10
っ
た
。
中
で
も
覚

の

一
期
大
要
秘
密
集

に
は
、
第
九
条
に
、

守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経

巻
第
十
を
引
用
し
て
、

地
獄
（
十
五
相
）・
餓
鬼
（
八
種
之
相
）・
畜
生
（
五
種
相
）
の
三
悪
道
へ
堕
ち
る
面
相
・
身
体
の
特
徴
を
列
記
し
て
お
り
、
万
一
自
身
の
臨

終
に
そ
れ
ら
の
相
が
現
じ
た
な
ら
ば
、

追
修
之
善
根

を
植
え
、

菩
提
之
果
実

を
授
け
よ
と
述
べ
て

11
い
る
。
こ
の
よ
う
に
臨
終
行
儀

と
は
、
臨
死
者
の
表
情
を
含
め
た
臨
終
の
様
態
を
凝
視
す
る
作
法
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、

日
本
往
生
極
楽
記

撰
述
以
後
、
平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
往
生
伝
類
に
は
、
臨
終
の
奇
瑞
が
列
記
さ
れ
る
な

か
で
面
相
や
身
体
的
特
徴
を
挙
げ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

日
本
往
生
極
楽
記

延
暦
寺
座
主
僧
上
増
命
の
条
に
は

今
夜

金
光
忽
照

紫
雲
自
聳

音
楽
偏
空

香
気
満
室

和
尚
礼
拝
西
方

念
阿
弥
陀
仏

焼
香
倚
几

如
眠

12
気
止

と
あ
り
、
光
明
・
紫

雲
・
音
楽
・
香
気
と
い
っ
た
、
代
表
的
な
臨
終
の
奇
瑞
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
終
焉
は
眠
っ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
っ
た
こ
と
が

一
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記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
、

拾
遺
往
生
伝

巻
上
、
阿

利
維
範

端
座
向
西

口
唱
弥
陀
如
来
宝
号
（
中
略
）
如
眠

13
気
絶

、

同
巻
上
、
外
記
入
道
寂
禅

登
于
礼
盤
（
中
略
）
乍

香
炉

如
眠

14
入
滅
、
同
巻
中
、
前
常
陸
守
源
経
隆

心
身
不
乱

称
念
不
断

顔
色
如
眠

奄
然

15
気
絶

、
同
巻
中
、
尼
妙
意

又
勧
僧
徒

念
仏
合
殺

唱
念
仏
間

如
眠

16
而
終

、
同
巻
下
、
鞍
馬
寺
根
本
別
当
峰
延

安
住
正
念

帰
向
西
方

観
阿
弥
陀
仏

如
睡
遷

17
化

、
同
巻
下
、
前
権
律
師
永
観

頭
北
面
西

正
心
念
仏

如
眠

18
気
絶

、
同
巻

下
、
円
空
上
人

合
掌
当
額

十
念
之
後

三
度
開
眼

奉

仏
像

如
眠

19
而
終

、

後
拾
遺
往
生
伝

巻
上
、
侍
従
所
監
藤
原
忠
季

自
起
沐
浴

端
座
念
仏

黄
昏
時
至

北
首
而
卒

顔
色

20
如
眠

、
同
巻
中
、
書
博
士
安
部
俊
清

如
眠

21
気
絶

、
同
巻
中
、
入
道
忠
犬

丸

向
西
端
座

口
唱
念
仏

手
結
定
印

如
眠

22
終
焉

、
同
巻
下
、
散
位
源
伝

向
西
称
念

身
心
不
乱

如
眠

23
気
絶

、
同
巻
下
、
物

部
時
宗

時
宗
身
心
不
動

正
念
安
住

如
眠

24
死
去

と
あ
り
、
さ
ら
に

念
仏
往
生
伝

所
収
比
丘
尼
青
蓮
も

取
五
色
糸
唱
名
号

（
中
略
）
即
十
念
十
礼
也

其
後
□
念
仏
三
十
返

如
眠

25
気
止

と
記
さ
れ
て
い
る
。
眠
る
よ
う
に
逝
去
す
る
こ
と
、
そ
れ
が

正
念
安

住

、
つ
ま
り
往
生
の
証
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
事
例
は
少
な
い
も
の
の
、
死
後
、
容
顔
が
変
化
し
な
か
っ
た
と
い
う
奇
瑞
も
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

拾
遺
往
生
伝

巻
中
、

射
水
親
元

寂
而
気
絶

其
閉
眼
之
後

容
顔
無
変

念
仏
之
唇

数
刻

26
猶
動

、
同
巻
中
、
前
阿
波
守
高
階
章
行
母
堂

念
仏
気
絶

容
顔

27
無
変

、
同
巻
下
、
砂
門
永
快

高
唱
弥
陀
尊

専
行
礼
拝
（
中
略
）
座
合
掌

顔
色

28
不
変

、
同
巻
下
、
備
中
国
定
秀
上
人

更
令

諸
僧
合
殺

自
持
香
炉
（
中
略
）
寂
而
入
滅

顔
色
不
変

温
気

29
猶
残

。

後
拾
遺
往
生
伝

巻
上
、
上
人
永
暹

手
結
定
印

身
亦
結

容
顔
不
変

威
儀
不
乱

端
座

30
而
終

、
同
巻
上
、
記
吉
住

顔
色
不
変

容
色
如
眠

憑
几
而
居

向
西

31
而
化

、
あ
る
い
は

高

野
山
往
生
伝

律
師
行
意
も

向
弥
陀
像

唱
其
宝
号

定
印
不
乱

奄
然
告
別

気
絶
之
後

容
色
不
変

往
生
之
相

誰
生

32
疑
殆

と
記
さ
れ
て
お
り
、
臨
終
か
ら
死
後
に
い
た
る
ま
で
容
顔
不
変
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

往
生
の
相

と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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眠
る
が
ご
と
く
に
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
る
な
ら
ば
苦
痛
に
悶
絶
す
る
こ
と
な
く
安
ら
か
な
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
が
、

な
に
よ
り
も
往
生
の
証
と
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
浄
土
信
仰
が
受
容
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
先
に
引
用
し

た

臨
終
ヲ
ダ
シ
ケ
レ
ハ
、
是
ヲ
見
テ
、
悪
人
モ
臨
終
ヨ
シ
、
悪
業
ヲ
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

と
い
う
言
説
が
横
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

沙
石
集

に
収
録
さ
れ
た

妄
執
に
寄
り
て
魔
道
に
堕
つ
る
人
の
事

に
は
、
浄
土
信
仰
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
無
住
自
身
の
抱
く

深
刻
な
問
い
か
け
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ

無
住
の
生
死
観

結
び
に
か
え
て

無
住
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
親
鸞
は

末
灯
鈔

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
善
信
が
身
に
は
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
、
信
心
決
定
の
ひ
と
は
、
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
に
て
候
な

り
。
さ
れ
ば
こ
そ
愚
痴

智
の
人
も
を
は
り
も
め
で
た
く
候
へ
。
如
来
の
御
は
か
ら
ひ
に
て
往
生
す
る
よ
し
、
ひ
と
び
と
に
ま
ふ
さ

れ
候
け
る
、
す
こ
し
も
た
が
わ
ず
候

33
な
り
。

こ
こ
に
言
う

を
は
り
も
め
で
た
く

と
は
苦
痛
に
悶
絶
せ
ず
安
ら
か
な
死
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
て
差
支
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
信
心
が
決
定
し
た
者
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
計
ら
い
で
め
で
た
き
臨
終
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
故
、
臨
終
の
良
し
悪
し
な
ど
は

問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
論
旨
は
明
快
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
の
背
後
に
は
、
阿
弥
陀
信
仰
に
よ
っ
て
め
で
た
き
臨
終
を
迎
え
た

い
と
い
う
信
者
の
切
実
な
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
信
心
が
決
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

を
は
り
も

め
で
た
く

な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
も

往
生
浄
土
用
心

に
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
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や
ま
ひ
も
せ
で
し
に
候
人
も
、
う
る
は
し
く
お
は
る
時
に
は
、
断
末
魔
の
く
る
し
み
と
て
、
八
万
の
塵
労
門
よ
り
、

量
の
や
ま
ひ

身
を
せ
め
候
事
、
百
千
の
ほ
こ
・
つ
る
ぎ
に
て
、
身
を
き
り
さ
く
が
ご
と
し
。（
中
略
）
こ
れ
は
人
間
の
八
苦
の
う
ち
の
死
苦
に
て

候
へ
ば
、
本
願
信
じ
て
往
生
ね
が
ひ
候
は
ん
行
者
も
、
こ
の
苦
は
の
が
れ
ず
し
て
、
悶
絶
し
候
と
も
、
い
き
の
た
え
ん
時
は
、
阿
弥

陀
ほ
ど
け
の
ち
か
ら
に
て
、
正
念
に
な
り
て
往
生
を
し
候
べ
し
。
臨
終
は
か
み
す
ぢ
き
る
が
ほ
ど
の
事
に
て
候
へ
ば
、
よ
そ
に
て
凡

夫
さ
だ
め
が
た
く
候
。
た
だ
仏
と
行
者
と
の
心
に
て
し
る
べ
く

34
候
也
。

こ
れ
は
病
に
か
か
っ
て
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
症
状
の
軽
い
病
気
に
か
か
り
た
い
と
願
う
信
者
の
思
い
に
答
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
断
末
魔
の
苦
し
み
は
な
ん
び
と
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

た
と
え
死
に
際
に
悶
絶
し
よ
う
と
も
、
信
心
決
定
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
平
生
の
念
仏
に
よ
っ
て
必
得
往
生
を
説
く
法
然
や
親
鸞
の
立

場
は
明
白
で
あ
る
が
、
信
者
側
に
は
め
で
た
き
臨
終
を
迎
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
無
住
は
こ
の
よ
う
な
法

然
や
親
鸞
と
同
じ
よ
う
な
現
実
を
見
据
え
つ
つ
自
ら
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
立
派
な
道
心
者
で
も
往
生
で
き
な
い
理

由
と
は
、
ま
さ
に
臨
終
の
妄
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に

末
代
は
、
大
小
・
権
実
・
顕
密
・
禅
教
・
聖

道
浄
土
の
是
非
、
偏
執
し
て
、
甘
露
の
正
法
を
滅
せ
ん
と
す

と
し
て
批
判
し
続
け
て
い
た

偏
執

は
、
Ⅱ
⑥
で
示
し
た
加
筆
部
分
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
理
想
の
道
心
者
と
し
て
無
住
が
高
く
評
価
し
て
い
た
当
時
の
遁
世
者
の
中
に
も
蔓
延
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

平
素

偏
執

を
省
み
な
い
者
が
臨
終
の
妄
念
を
抑
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
平
素
か
ら
名
利
へ
の
執
着

お
よ
び
是
非
偏
執
の
態
度
を
改
め
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
無
住
の

え
方
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

無
住
は

沙
石
集

全
体
を
閉
じ
る
巻
十
に

め
で
た
き
臨
終

を
遂
げ
た
人
々
を
収
録
し
て
い
る
が
、
無
住
の
根
本
的
な

え
方
で

あ
る
偏
執
を
断
ち
切
る
と
い
う
こ
と
が

め
で
た
き
臨
終

つ
ま
り
往
生
す
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
無
住
の
生
死
観
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の
特
色
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

註１

大
隅
和
雄

信
心
の
世
界
、
遁
世
者
の
心

日
本
の
中
世
２

（
中
央
公
論
新
社

二
〇
〇
二
年
）

ま
た
主
要
研
究
書
と
し
て
大
隅
和
雄

中
世

歴
史
と
文
学
の
あ
い
だ

（
吉
川
弘
文
館

一
九
九
三
年
）、
安
田
孝
子

説
話
文
学
の
研

究

撰
集
抄
・
唐
物
語
・
沙
石
集

（
和
泉
書
院

一
九
九
七
年
）、
小
島
孝
之

中
世
説
話
集
の
形
成

（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
片

岡
了

沙
石
集
の
構
造

（
法
蔵
館

二
〇
〇
一
年
）
な
ど
参
照
。

２

小
島
孝
之
校
注
・
訳

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

五
二

沙
石
集

（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
五
六
四
頁
。

３

同
右

４

拙
稿

沙
石
集

の
一

察

（
佛
教
大
学

文
学
部
論
集

九
〇
号
所
収
）
参
照
。

５

前
掲
註
２

６

同
右

７

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵

沙
石
集

巻
九

二
四
帖
ウ
〜
二
八
帖
オ
。
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
句
読
点
を
任
意
で
施
し
た
。
ま
た
原
文

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
大
小
の
文
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
大
き
さ
に
統
一
し
た
。

８

前
掲
註
４

沙
石
集

の
一

察

参
照
。

９

こ
の
一
文
は
渡
辺
綱
也
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系

八
五

沙
石
集

（
岩
波
書
店

一
九
六
六
年
）
の
本
文
頭
注
お
よ
び
拾
遺
、
前

掲
註
２
本
文
の
頭
注
部
分
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

10

拙
稿

看
病
用
心
鈔

の
一

察

身
と
り
の
意
義
と
善
知
識
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

（

三
上
人
研
究

所
収
）。

11

興
教
大
師
全
集

下
巻

一
、
二
一
七
頁
〜
一
、
二
一
九
頁
。
な
お
、

守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経

の
当
該
部
分
は
巻
十
（

大
正
新
修

大
蔵
経

十
九
巻

五
七
四
頁
）。

12

往
生
伝
・
法
華
験
記

（

日
本
思
想
体
系

往
生
伝
・
法
華
験
記

岩
波
書
店

一
九
七
四
年
）
五
〇
三
頁
。

13

同
右

五
九
三
頁
。
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14

往
生
伝
・
法
華
験
記

註
12

五
九
八
頁
。

15

同
右

六
〇
七
頁
。

16

同
右

六
一
一
頁
。

17

同
右

六
一
五
頁
。

18

同
右

六
二
三
頁
。

19

同
右

六
二
四
頁
。

20

同
右

六
四
七
頁
。

21

同
右

六
五
八
頁
。

22

同
右

六
五
九
頁
。

23

同
右

六
六
四
頁
。

24

同
右

六
六
五
頁
。

25

同
右

七
〇
六
頁
。

26

同
右

六
〇
九
頁
。

27

同
右

六
一
〇
頁
。

28

同
右

六
一
五
頁
。

29

同
右

六
二
〇
頁
。

30

同
右

六
四
九
頁
。

31

同
右

六
五
一
頁
。

32

同
右

六
九
九
頁
。

33

真
宗
聖
教
全
書

二

六
六
四
頁
。

34

法
然
・
一
遍

（

日
本
思
想
大
系

十

法
然
・
一
遍

岩
波
書
店

一
九
七
一
年
）
一
六
九
頁
。

本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度

日
本
佛
教
学
会
学
術
大
会
（
九
月
一
六
日

於
立
正
大
学
）
に
お
け
る
発
表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
際
、
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龍
谷
大
学
の
川
添
泰
信
先
生
、
相
愛
大
学
の
紅
楳
英
顕
先
生
か
ら
懇
切
な
る
ご
指
導
を
頂
戴
し
、
ま
た
発
表
終
了
後
、
高
田
短
期
大
学
の
金
信
昌

樹
先
生
よ
り
多
大
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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